
　
「
江
ノ
電
」は
家
々
の
生
け

　
「
江
ノ
電
」は
家
々
の
生
け

垣
に
触
れ
る
よ
う
に
し
て
進

垣
に
触
れ
る
よ
う
に
し
て
進

む
。
家
並
が
途
切
れ
て
、
視

む
。
家
並
が
途
切
れ
て
、
視

界
に
相
模
湾
が
広
が
る
と
、

界
に
相
模
湾
が
広
が
る
と
、

目
指
す
腰
越
駅
も
近
い
。

目
指
す
腰
越
駅
も
近
い
。

　

駅
か
ら
細
い
路
地
を
海
へ

　

駅
か
ら
細
い
路
地
を
海
へ

と
歩
く
。
漁
師
の
家
も
多

と
歩
く
。
漁
師
の
家
も
多

く
、
路
地
に
海
が
香
る
。

く
、
路
地
に
海
が
香
る
。

　

シ
ラ
ス
が
あ
が
る
戦
場
の

　

シ
ラ
ス
が
あ
が
る
戦
場
の

よ
う
な
朝
と
は
一
変
、
夕
方

よ
う
な
朝
と
は
一
変
、
夕
方

　

鎌
倉
・
七
里
ガ
浜
夏
祭
り

　

鎌
倉
・
七
里
ガ
浜
夏
祭
り

初
日
の
８
月

初
日
の
８
月
1919
日
、
「
ギ
ネ

日
、
「
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
挑
戦
す
る
イ

ス
世
界
記
録
に
挑
戦
す
る
イ

ベ
ン
ト
」
が
開
か
れ

ベ
ン
ト
」
が
開
か
れ
＝
写
＝
写

真
、
記
録
を
更
新
し
た
。

、
記
録
を
更
新
し
た
。

　

１
人

　

１
人
5050
メ
ー
ト
ル
走
る
リ

メ
ー
ト
ル
走
る
リ

レ
ー
を
８
時
間
続
け
、
走
っ

レ
ー
を
８
時
間
続
け
、
走
っ

た
人
数
を
競
う
も
の
で
、
こ

た
人
数
を
競
う
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
記
録
は
１
３
６
７

れ
ま
で
の
記
録
は
１
３
６
７

人
。
同
自
治
会
は
、
約
１
６

人
。
同
自
治
会
は
、
約
１
６

０
０
世
帯
あ
る
こ
と
か
ら
、

０
０
世
帯
あ
る
こ
と
か
ら
、

１
６
０
０
人
を
目
標
に
挑
戦

１
６
０
０
人
を
目
標
に
挑
戦

し
、
１
４
８
５
人
で
ギ
ネ
ス

し
、
１
４
８
５
人
で
ギ
ネ
ス

記
録
に
認
定
さ
れ
た
。

記
録
に
認
定
さ
れ
た
。

　

祭
り
の

　

祭
り
の
4040
回
目
を
記
念
し

回
目
を
記
念
し

て
、
主
催
の
七
里
ガ
浜
自
治

て
、
主
催
の
七
里
ガ
浜
自
治

会
が
地
域
の
住
民
を
つ
な
ご

会
が
地
域
の
住
民
を
つ
な
ご

う
と
企
画
。
午
前

う
と
企
画
。
午
前
1010
時
、
同

時
、
同

自
治
会
会
長
の
小
松
春
雄
さ

自
治
会
会
長
の
小
松
春
雄
さ

ん
を
一
番
走
者
に
ス
タ
ー
ト

ん
を
一
番
走
者
に
ス
タ
ー
ト

し
、
続
い
て
６
歳
の
加
藤
小

し
、
続
い
て
６
歳
の
加
藤
小

海
の
家
前
の
土
の
う
で
一
度

海
の
家
前
の
土
の
う
で
一
度

止
ま
り
産
卵
し
か
け
る
が
、

止
ま
り
産
卵
し
か
け
る
が
、

3030
分
後
さ
ら
に
進
み
、
波
打

分
後
さ
ら
に
進
み
、
波
打

ち
際
か
ら
約

ち
際
か
ら
約
4040
ｍ
の
所
で
約

ｍ
の
所
で
約

３
時
間
か
け
て
産
卵
し
た
。

３
時
間
か
け
て
産
卵
し
た
。

　

矢
谷
さ
ん
ら
は
近
く
の
海

　

矢
谷
さ
ん
ら
は
近
く
の
海

の
家「
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
」代
表

の
家「
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
」代
表

・
近
藤
賢
作
さ
ん（

・
近
藤
賢
作
さ
ん（
4444
）に
通
）に
通

報
し
、
産
卵
場
所
を
柵
で
保

報
し
、
産
卵
場
所
を
柵
で
保

護
。
江
ノ
島
水
族
館
の
飼
育

護
。
江
ノ
島
水
族
館
の
飼
育

係
や
葉
山
し
お
さ
い
博
物
館

係
や
葉
山
し
お
さ
い
博
物
館

の
学
芸
員
の
指
導
で
、
踏
み

の
学
芸
員
の
指
導
で
、
踏
み

潰
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

潰
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

所
の
卵
を
翌
朝
一
度
掘
り
返

所
の
卵
を
翌
朝
一
度
掘
り
返

し
、
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
横
の
安

し
、
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
横
の
安

全
な
場
所
に
移
動
し
た
。

全
な
場
所
に
移
動
し
た
。

　

「
柔
ら
か
い
が
丈
夫
な
卵

　

「
柔
ら
か
い
が
丈
夫
な
卵

の
感
触
が
手
に
残
る
」
と
近

の
感
触
が
手
に
残
る
」
と
近

藤
さ
ん
は

藤
さ
ん
は
5050
㎝
の
深
さ
の
つ

㎝
の
深
さ
の
つ

ぼ
型
の
穴
を
掘
り
、
ピ
ン
ポ

ぼ
型
の
穴
を
掘
り
、
ピ
ン
ポ

ン
玉
大
の
卵
１
１
４
個
を
６

ン
玉
大
の
卵
１
１
４
個
を
６

層
に
分
け
て
埋
め
直
し
た
。

層
に
分
け
て
埋
め
直
し
た
。

「
カ
メ
に
託
さ
れ
た
よ
う
な

「
カ
メ
に
託
さ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
た
」
と
矢
谷
さ
ん
。

気
が
し
た
」
と
矢
谷
さ
ん
。

　

発
見
か
ら
保
護
ま
で
す
ば

　

発
見
か
ら
保
護
ま
で
す
ば

や
く
連
携
し
た
こ
と
で
、
埋

や
く
連
携
し
た
こ
と
で
、
埋

　

社
長　

部
屋
に
入
ら
れ
て
い

　

社
長　

部
屋
に
入
ら
れ
て
い

か
が
で
す
か
。

か
が
で
す
か
。

　

Ｍ　

空
気
が
清
々
し
く
、
新

　

Ｍ　

空
気
が
清
々
し
く
、
新

鮮
な
気
が
し
ま
す
。

鮮
な
気
が
し
ま
す
。

　

Ｙ　

な
ん
だ
か
指
先

　

Ｙ　

な
ん
だ
か
指
先

が
ピ
リ
ピ
リ
し
て
、
前

が
ピ
リ
ピ
リ
し
て
、
前

に
森
の
中
で
感
じ
た
の

に
森
の
中
で
感
じ
た
の

と
同
じ
で
す
。

と
同
じ
で
す
。

　

Ｙ　

な
ぜ
、
こ
れ
を

　

Ｙ　

な
ぜ
、
こ
れ
を

つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た

つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
か
。

の
で
す
か
。

　

社
長　

今
年
創
業

　

社
長　

今
年
創
業
4040
年
に
な

年
に
な

り
ま
す
が
、
初
め
の

り
ま
す
が
、
初
め
の
3030
年
間
は

年
間
は

合
板
や
新
建
材
を
使
っ
た
住

合
板
や
新
建
材
を
使
っ
た
住

宅
を
建
て
て
い
ま
し
た
。

宅
を
建
て
て
い
ま
し
た
。
1010
年

前
、
ア
ト
ピ
ー
の
お
子
さ
ん
の

前
、
ア
ト
ピ
ー
の
お
子
さ
ん
の

い
る
お
客
さ
ん
に
出
会
い
、
こ

い
る
お
客
さ
ん
に
出
会
い
、
こ

　

鎌
倉
の
建
築
業
者
が
市
民
に
快
眠
を
提
供
し
よ
う
と

　

鎌
倉
の
建
築
業
者
が
市
民
に
快
眠
を
提
供
し
よ
う
と

「
究
極
の
寝
室
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
市

「
究
極
の
寝
室
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
市

内
の
松
田
夫
妻
（
Ｍ
）
、
山
田
さ
ん
（
Ｙ
）
が
業
者
の
案

内
の
松
田
夫
妻
（
Ｍ
）
、
山
田
さ
ん
（
Ｙ
）
が
業
者
の
案

内
で
さ
っ
そ
く
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
訪
れ
た
。

内
で
さ
っ
そ
く
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
訪
れ
た
。

　

「
究
極
の
寝
室
」
は
、
床

　

「
究
極
の
寝
室
」
は
、
床
･
壁
･
天
井
が
天
然
素
材
で

天
井
が
天
然
素
材
で

施
工
さ
れ
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
快
眠
が
得
ら
れ
る
。
千

施
工
さ
れ
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
快
眠
が
得
ら
れ
る
。
千

葉
県
松
戸
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
５
年
前
に
開
発
し
た
。

葉
県
松
戸
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
５
年
前
に
開
発
し
た
。

の
子
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る

の
子
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る

家
を
建
て
た
い
と
自
然
素
材
を

家
を
建
て
た
い
と
自
然
素
材
を

使
っ
た
家
を
建
て
て
喜
ば
れ
、

使
っ
た
家
を
建
て
て
喜
ば
れ
、

人
が
住
ま
い
で
健
康
に
な
れ
る

人
が
住
ま
い
で
健
康
に
な
れ
る

と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
自
然
素
材
の
「
健
康
住

来
、
自
然
素
材
の
「
健
康
住

宅
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

宅
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｙ　

何
が
違
う
の
で
す
か
。

　

Ｙ　

何
が
違
う
の
で
す
か
。

　

社
長　

ズ
バ
リ「
空
気
」で

　

社
長　

ズ
バ
リ「
空
気
」で

す
。
そ
の
最
大
の
違
い
は「
睡

す
。
そ
の
最
大
の
違
い
は「
睡

眠
」
に
現
れ
ま
す
。
夜
ぐ
っ
す

眠
」
に
現
れ
ま
す
。
夜
ぐ
っ
す

り
眠
れ
る
と
朝
す
っ
き
り
目
覚

り
眠
れ
る
と
朝
す
っ
き
り
目
覚

め
、
朝
食
を
お
い
し
く
と
れ
一

め
、
朝
食
を
お
い
し
く
と
れ
一

日
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
。

日
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
。

　

Ｙ　

ど
ん
な
構
造
で
す
か
。

　

Ｙ　

ど
ん
な
構
造
で
す
か
。

　

社
長　

海
、
山
、
森
、
土
の

　

社
長　

海
、
山
、
森
、
土
の

４
つ
の
天
然
素
材
の
相
乗
効
果

４
つ
の
天
然
素
材
の
相
乗
効
果

で
澄
ん
だ
空
気
と
清
涼
感
を
創

で
澄
ん
だ
空
気
と
清
涼
感
を
創

り
出
し
て
い
ま
す
。

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

Ｙ　

具
体
的
に
は
。

　

Ｙ　

具
体
的
に
は
。

　

社
長　
「
海
」
は
、
海
洋
ミ

　

社
長　
「
海
」
は
、
海
洋
ミ

ネ
ラ
ル
由
来
の
天
然
成
分
百
％

ネ
ラ
ル
由
来
の
天
然
成
分
百
％

の
抗
酸
化
水
溶
液
を
部
屋
全

の
抗
酸
化
水
溶
液
を
部
屋
全

体
に
噴
霧
し
塗
布
し
ま
す
。

体
に
噴
霧
し
塗
布
し
ま
す
。

「
山
」
は
、
炭
の
微
粒
子
を
天

「
山
」
は
、
炭
の
微
粒
子
を
天

井
や
壁
に
塗
布
し
て
い
ま
す
。

井
や
壁
に
塗
布
し
て
い
ま
す
。

「
森
」
は
、
床
に
宮
崎
県
産
の

「
森
」
は
、
床
に
宮
崎
県
産
の

オ
ビ
杉
、「
土
」
は
、
壁
に
珪

オ
ビ
杉
、「
土
」
は
、
壁
に
珪

藻
土
を
使
い
ま
す
。

藻
土
を
使
い
ま
す
。

　

Ｙ　

そ
の
効
果
は
。

　

Ｙ　

そ
の
効
果
は
。

　

社
長　

空
気
清
浄
の
ほ
か
、

　

社
長　

空
気
清
浄
の
ほ
か
、

抗
菌
、
消
臭
、
有
害
物
質
除

抗
菌
、
消
臭
、
有
害
物
質
除

去
、
調
湿
効
果
な
ど
で
す
。

去
、
調
湿
効
果
な
ど
で
す
。

　

Ｍ　

う
ち
は
子
ど
も
に
ア
レ

　

Ｍ　

う
ち
は
子
ど
も
に
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
る
の
で
と
て
も
興

ル
ギ
ー
が
あ
る
の
で
と
て
も
興

味
が
あ
る
の
で
す
が
。

味
が
あ
る
の
で
す
が
。

　

社
長　

お
客
様
か
ら
ア
ト
ピ

　

社
長　

お
客
様
か
ら
ア
ト
ピ

ー
、
喘
息
、
鼻
炎
、
花
粉
症
、

ー
、
喘
息
、
鼻
炎
、
花
粉
症
、

不
眠
な
ど
が
改
善
し
た
と
の
声

不
眠
な
ど
が
改
善
し
た
と
の
声

が
多
数
届
い
て
い
ま
す
。
体
験

が
多
数
届
い
て
い
ま
す
。
体
験

ハ
ウ
ス
も
あ
る
の
で
是
非
、お

ハ
ウ
ス
も
あ
る
の
で
是
非
、お

試
し
く
だ
さ
い
。

試
し
く
だ
さ
い
。

　

Ｍ　

寝
室
の
み
の
施
工
も
で

　

Ｍ　

寝
室
の
み
の
施
工
も
で

き
ま
す
か
。

き
ま
す
か
。

　

社
長　

は
い
。
１
室
だ
け
の

　

社
長　

は
い
。
１
室
だ
け
の

リ
フ
ォ
ー
ム
も
で
き
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
も
で
き
ま
す
。

　

Ｍ　

お
値
段
は
。

　

Ｍ　

お
値
段
は
。

　

社
長　

１
室
約
１
５
０
万
円

　

社
長　

１
室
約
１
５
０
万
円

で
す
。
高
い
で
し
ょ
う
か
。

で
す
。
高
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｍ　

い
い
え
。
軽
自
動
車
１

　

Ｍ　

い
い
え
。
軽
自
動
車
１

台
分
ほ
ど
の
値
段
で
、
家
族
の

台
分
ほ
ど
の
値
段
で
、
家
族
の

健
康
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
安
い

健
康
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
安
い

買
い
物
だ
と
思
い
ま
す
。

買
い
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｍ
・
Ｙ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

　

Ｍ
・
Ｙ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
、
シ
ョ
ー
ル
ー

　

問
い
合
わ
せ
、
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
の
見
学
、
申
し
込
み
鎌
倉
市

ム
の
見
学
、
申
し
込
み
鎌
倉
市

大
町
の

大
町
の
清
興
建
設

清
興
建
設
☎
０
４
６
７

☎
０
４
６
７

・
2424
・
３
７
０
０

・
３
７
０
０（
１
面
参
照
）

（
１
面
参
照
）

め
直
し
は
孵
化
に
影
響
を
及

め
直
し
は
孵
化
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
時
間
内
に
で
き

ぼ
さ
な
い
時
間
内
に
で
き

た
。
海
の
家
撤
去
後
も
保
護

た
。
海
の
家
撤
去
後
も
保
護

柵
は
残
さ
れ
、
９
月
後
半
予

柵
は
残
さ
れ
、
９
月
後
半
予

定
の
孵
化
ま
で
見
守
ら
れ

定
の
孵
化
ま
で
見
守
ら
れ

る
。
る
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

「
夏
休
み
小
学
生
勉
強

　

「
夏
休
み
小
学
生
勉
強

会
」
が
鎌
倉
・
材
木
座
公
会

会
」
が
鎌
倉
・
材
木
座
公
会

堂
で
７
月

堂
で
７
月
2424
日
か
ら

日
か
ら
2626
日
ま
日
ま

で
の
３
日
間
行
わ
れ
た

で
の
３
日
間
行
わ
れ
た
＝
写
＝
写

真
。

　

材
木
座
地
区
社
会
福
祉
協

　

材
木
座
地
区
社
会
福
祉
協

議
会（
渡
辺
英
昭
会
長
）が
、

議
会（
渡
辺
英
昭
会
長
）が
、

同
自
治
連
合
会
、
市
立
第
一

同
自
治
連
合
会
、
市
立
第
一

小
学
校
校
外
委
員
の
保
護

小
学
校
校
外
委
員
の
保
護

者
、
第
一
中
学
校
の
理
科
部

者
、
第
一
中
学
校
の
理
科
部

・
美
術
部
の
協
力
を
得
て
２

・
美
術
部
の
協
力
を
得
て
２

０
０
７
年
か
ら
開
催
し
、
今

０
０
７
年
か
ら
開
催
し
、
今

年
1111
回
目
。
小
学
生
延
べ
２

回
目
。
小
学
生
延
べ
２

５
０
人
と
手
伝
い
の
大
人
や

５
０
人
と
手
伝
い
の
大
人
や

中
学
生
ら
約
百
人
が
参
加
。

中
学
生
ら
約
百
人
が
参
加
。

　

お
も
て
で
は
、
大
人
た
ち

　

お
も
て
で
は
、
大
人
た
ち

に
電
気
ノ
コ
ギ
リ
で
切
っ
て

に
電
気
ノ
コ
ギ
リ
で
切
っ
て

も
ら
っ
た
木
材
に
、
子
ど
も

も
ら
っ
た
木
材
に
、
子
ど
も

ら
が
釘
を
打
ち
、
イ
ス
や
テ

ら
が
釘
を
打
ち
、
イ
ス
や
テ

ー
ブ
ル
な
ど
を
作
っ
た
。
竹

ー
ブ
ル
な
ど
を
作
っ
た
。
竹

を
使
っ
た
大
き
な
水
鉄
砲
づ

を
使
っ
た
大
き
な
水
鉄
砲
づ

く
り
も
好
評
だ
っ
た
。

く
り
も
好
評
だ
っ
た
。

　

渡
辺
会
長
は
「
世
代
交
流

　

渡
辺
会
長
は
「
世
代
交
流

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
子

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
子

ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
に
し

ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

の
腰
越
漁
港
は
人
影
も
ま
ば

の
腰
越
漁
港
は
人
影
も
ま
ば

ら
だ
っ
た
。

ら
だ
っ
た
。

　

陽
を
受
け
た
漁
船
は
白
く

　

陽
を
受
け
た
漁
船
は
白
く

輝
き
、
建
物
も
岸
壁
も
崖
も

輝
き
、
建
物
も
岸
壁
も
崖
も

オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
て
ゆ

オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
て
ゆ

く
。
装
飾
も
何
も
な
い
漁
港

く
。
装
飾
も
何
も
な
い
漁
港

の
、
光
り

の
、
光
り

輝
く
一
瞬

輝
く
一
瞬

だ
。
船
腹

だ
。
船
腹

の
明
る
さ

の
明
る
さ

を
い
や
増

を
い
や
増

し
て
、
小

し
て
、
小

動
の
森
の

動
の
森
の

深
い
影
が

深
い
影
が

夜
を
待
っ

夜
を
待
っ

て
い
た
。

て
い
た
。

（
水
彩
、

（
水
彩
、

3131
×
4141

㌢
）
㌢
）

麦
ち
ゃ
ん
、
押
し
入
れ
か
ら

麦
ち
ゃ
ん
、
押
し
入
れ
か
ら

古
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ

古
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ

を
探
し
て
参
加
し
た
と
い
う

を
探
し
て
参
加
し
た
と
い
う

老
婦
人
、
松
葉
杖
の
人
、
海

老
婦
人
、
松
葉
杖
の
人
、
海

外
の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人

外
の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
。

が
バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
。

　

規
定
の
終
了
時
間
は
午
後

　

規
定
の
終
了
時
間
は
午
後

６
時
だ
っ
た
が
、
午
後
５
時

６
時
だ
っ
た
が
、
午
後
５
時

す
ぎ
に
目
標
の
１
６
０
０
人

す
ぎ
に
目
標
の
１
６
０
０
人

に
達
し
リ
レ
ー
は
打
ち
切
ら

に
達
し
リ
レ
ー
は
打
ち
切
ら

れ
、
１
４
８
５
人
ま
で
の
記

れ
、
１
４
８
５
人
ま
で
の
記

録
が
認
定
を
受
け
た
。

録
が
認
定
を
受
け
た
。

　

葉
山
の
一
色
海
岸
で
７
月

　

葉
山
の
一
色
海
岸
で
７
月

に
産
卵
し
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

に
産
卵
し
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
も
の
と
み
ら
れ
る
卵
が
見

の
も
の
と
み
ら
れ
る
卵
が
見

守
ら
れ
て
い
る

守
ら
れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

７
月

　

７
月
2828
日
午
後

日
午
後
1010
時
ご
時
ご

ろ
、
横
須
賀
市
の
矢
谷
左
知

ろ
、
横
須
賀
市
の
矢
谷
左
知

子
さ
ん
が
砂
浜
に
い
た
と
こ

子
さ
ん
が
砂
浜
に
い
た
と
こ

ろ
、
５
、
６
ｍ
先
に
体
長

ろ
、
５
、
６
ｍ
先
に
体
長
8080

㎝
ほ
ど
の
カ
メ
が
現
れ
た
。

㎝
ほ
ど
の
カ
メ
が
現
れ
た
。

3

「
漁
港
夕
照
」黒

川　

明

バ
ト
ン
つ
な
い
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
更
新

バ
ト
ン
つ
な
い
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
更
新

良
い
眠
り
を「
究
極
の
寝
室
」で

良
い
眠
り
を「
究
極
の
寝
室
」で

子
ガ
メ
誕
生
か
？

子
ガ
メ
誕
生
か
？

夏
休
み
勉
強
会

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
保
護

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
保
護

材
木
座
で
住
民
ら
協
力

葉
山
葉
山

鎌
倉
・
七
里
ガ
浜
の
住
民
ら

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
へ
ご
案
内「究極の寝室」ショール「究極の寝室」ショール

ームでームで＝千葉県松戸市＝千葉県松戸市

　

■
日
向
建
設

日
向
建
設　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―

　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―
1515
―
３
―
３

　

☎

　

☎
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4747
・
５
４
５
４

・
５
４
５
４　

 http://www.hyuuga.co.jp
http://www.hyuuga.co.jp

　

窓
か
ら
の
西
日
は
秋
が
一
番

　

窓
か
ら
の
西
日
は
秋
が
一
番

強
い
で
す
。
日
中
は
太
陽
の
高

強
い
で
す
。
日
中
は
太
陽
の
高

度
が
高
い
の
で
家
の
中
に
余
り

度
が
高
い
の
で
家
の
中
に
余
り

太
陽
光
線
は
入
っ
て
き
ま
せ

太
陽
光
線
は
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
屋
根
の
温
度
は

ん
。
し
か
し
屋
根
の
温
度
は
7070

度
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お

度
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

午
後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
西

　

午
後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
西

側
の
壁
に
は
、
も
の
す
ご
く
強

側
の
壁
に
は
、
も
の
す
ご
く
強

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
太
陽

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
太
陽

光
線
が
注
が
れ
ま
す
。
壁
に
よ

光
線
が
注
が
れ
ま
す
。
壁
に
よ

っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
防
が
れ
て

っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
防
が
れ
て

い
ま
す
が
、
窓
の
あ
る
場
合
に

い
ま
す
が
、
窓
の
あ
る
場
合
に

一
般
の
ガ
ラ
ス
は
そ
の
エ
ネ
ル

一
般
の
ガ
ラ
ス
は
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
そ
の
ま
ま
室
内
に
入
っ

ギ
ー
が
そ
の
ま
ま
室
内
に
入
っ

て
き
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ

て
き
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ

イ
ン
ド
程
度
で
は
、
防
ぐ
事
は

イ
ン
ド
程
度
で
は
、
防
ぐ
事
は

難
し
い
の
で
す
。

難
し
い
の
で
す
。

　

西
日
を
防
ぐ
に
は
二
つ
の
考

　

西
日
を
防
ぐ
に
は
二
つ
の
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は

え
方
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は

西
側
に
窓
を
造
ら
な
い
事
（
し

西
側
に
窓
を
造
ら
な
い
事
（
し

か
し
こ
れ
は
あ
ま
り
現
実
的
で

か
し
こ
れ
は
あ
ま
り
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

二
つ
目
は
窓
の
ガ
ラ
ス
を
性

　

二
つ
目
は
窓
の
ガ
ラ
ス
を
性

能
の
良
い
物
に
す
る
事
で
す
。

能
の
良
い
物
に
す
る
事
で
す
。

ど
ん
な
ガ
ラ
ス
か
と
い
う
と
、

ど
ん
な
ガ
ラ
ス
か
と
い
う
と
、

太
陽
の
明
る
さ
は
そ
の
ま
ま
ガ

太
陽
の
明
る
さ
は
そ
の
ま
ま
ガ

ラ
ス
を
逃
し
て
室
内
に
、
熱
エ

ラ
ス
を
逃
し
て
室
内
に
、
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
殆
ど
を
反
射
し
て

ネ
ル
ギ
ー
の
殆
ど
を
反
射
し
て

く
れ
る
魔
法
の
様
な
ガ
ラ
ス
が

く
れ
る
魔
法
の
様
な
ガ
ラ
ス
が

あ
り
ま
す
。
ペ
ア
ガ
ラ
ス
に
し

あ
り
ま
す
。
ペ
ア
ガ
ラ
ス
に
し

て
使
い
ま
す
の
で
夏
だ
け
で
な

て
使
い
ま
す
の
で
夏
だ
け
で
な

く
、
冬
場
は
部
屋
の
暖
か
さ
を

く
、
冬
場
は
部
屋
の
暖
か
さ
を

外
に
逃
が
し
ま
せ
ん
し
、
結
露

外
に
逃
が
し
ま
せ
ん
し
、
結
露

に
も
な
り
難
く
な
り
ま
す
。

に
も
な
り
難
く
な
り
ま
す
。

　

断
熱
材
も
性
能
の
良
い
物
を

　

断
熱
材
も
性
能
の
良
い
物
を

使
っ
て
家
を
つ
く
る
と
、
快
適

使
っ
て
家
を
つ
く
る
と
、
快
適

で
暮
ら
し
や
す
い
家
に
な
り
ま

で
暮
ら
し
や
す
い
家
に
な
り
ま

す
。
派
手
さ
や
豪
華
さ
を
競
う

す
。
派
手
さ
や
豪
華
さ
を
競
う

の
で
は
な
い
、
性
能
を
競
う
、

の
で
は
な
い
、
性
能
を
競
う
、

こ
れ
か
ら
の
家
づ
く
り
の
お
手

こ
れ
か
ら
の
家
づ
く
り
の
お
手

本
・
見
本
の
現
場
が
進
ん
で
い

本
・
見
本
の
現
場
が
進
ん
で
い

ま
す
。
い
つ
で
も
見
学
を
受
け

ま
す
。
い
つ
で
も
見
学
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

付
け
て
い
ま
す
。

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

西
日
対
策

西
日
対
策
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広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
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２０１７年（平成２９年）９月１日 第462号 1部　108円 （８）


